
支
那
駐
屯
軍

一
九

〇
一

(明
治
三
四
)
年
九
月
､
日
本
は
義
和
団
事
件
の
処
理
に
関
し

て
､
イ
ギ
リ
ス
､
ド
イ
ツ
､
フ
ラ
ン
ス
な
ど

一
一
か
国
と
と
も
に
､
清
国
と

｢辛
丑
条
約
｣
(義
和
団
事
件
に
関
す
る
最
終
議
定
書
)
を
結
び
､
華
北
に
軍
隊

を
駐
留
さ
せ
る
合
法
的
権
利
を
獲
得
し
た
｡
同
条
約
は
､
各
国
が
公
使
館
区
域

内
に
公
使
館
防
御
の
た
め
の
常
置
護
衛
兵
を
置
き
､
さ
ら
に
は
北
京
と
海
浜
間

の
交
通
の
自
由
を
維
持
す
る
た
庵
に
､
黄
村
'
天
津
､
塘
清
'
秦
皇
島
､
山
海

関
な
ど

二

一の
地
点
を
占
領
す
る
権
利
を
認
め
て
い
た
｡

条
約
締
結
の

一
年
前
､
日
本
は
､
義
和
団
事
件
の
勃
発
に
際
し
て
､
混
成

一

個
旅
団
の
清
国
駐
屯
隊
を
編
成
し
､
条
約
締
結
の
五
か
月
前
に
は
､
こ
れ
を
改

編
し
て
清
国
駐
屯
軍
と
し
た

(
一
九

二
二
年
八
月
､
支
那
駐
屯
軍
と
改
称
)
0

兵
力
は
､
兵
員

･
非
戦
闘
員
合
わ
せ
て
四

〇
〇
〇
人
だ

っ
た
｡
｢辛
丑
条
約
｣

の
締
結
に
よ
-
､
清
国
駐
屯
軍
は
編
制
を
縮
小
し
て
､
天
津
に
軍
司
令
部
と
歩

兵
四
個
中
隊
､
北
京
に
歩
兵
二
個
中
隊
､
そ
し
て
北
寧
線
沿
線
に
守
備
隊
を
配

置
し
た
｡
軍
司
令
部
は
天
津
日
本
租
界
の
南
西
角
に
位
置
す
る
海
光
寺
に
置
か

れ
た
｡
海
光
寺
と
い
っ
て
も
､
地
名
が
残
る
だ
け
で
実
際
に
寺
は
な
く
､
こ
こ

に
は
清
国
政
府
の
兵
工
廠
が
建
て
ら
れ
､
義
和
団
事
件
の
際
に
､
日
本
軍
が
占

領
し
て
い
た
｡
軍
司
令
部
が
天
津
に
置
か
れ
た
こ
と
か
ら
､
駐
屯
軍
は
天
津
軍

と
も
称
さ
れ
た
｡

歴
代
の
駐
屯
軍
司
令
官
は
､
初
代
の
大
島
久
直
中
将
か
ら
､
最
後
の
香
月

清
司
中
将
ま
で
､
二
五
人
を
数
え
た
｡
そ
の
多
く
は
､
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
留
学
､

駐
在
し
た
経
験
を
も
つ
人
物
が
選
ば
れ
た
｡
天
津
に
駐
屯
す
る
各
国
隼
司
令
官

と
の
交
流
を
重
視
し
た
た
め
で
あ
る
｡

支
那
駐
屯
軍
は
､
正
規
の
編
成
部
隊
で
あ
る
閲
束
隼
と
違
い
､
交
代
制
の
集

成
編
成
部
隊
だ

っ
た
｡
す
な
わ
ち
､
日
本
全
国
の
師
団
の
な
か
か
ら
派
遣
大
隊

を

一
年
ご
と
に
選
出
L
t
支
那
駐
屯
軍
司
令
官
の
隷
下
に
配
属
さ
せ
る
仕
組
み

を
と
っ
た
｡
そ
の
兵
力
は
､
辛
亥
革
命
や
率
直
戦
争
'
北
伐
な
ど
中
国
の
政
治

情
勢
に
よ
っ
て
､
か
な
-
変
動
が
み
ら
れ
た
｡
満
州
事
変
の
直
前
に
は
､
八
八

七
人
､
事
変
勃
発
後
に
は
二

〇
〇
〇
人
前
後
と
な

っ
た
｡

一
九
三
六
(昭
和

二

)
年
四
月

､
支
那
駐
屯
軍
は
兵
力
を
い
っ
き
に
五
七

七

〇
人
に
増
強
し
て
'
中
国
側
を
お
ど
ろ
か
せ
た
｡
ひ
と
こ
と
の
事
前
通
告
も

な
か
っ
た
か
ら
だ
｡
増
兵
の
名
目
は
､
華
北
の
防
共
と
同
地
域
に
増
加
す
る
在

留
日
本
人
の
保
護
と
さ
れ
た
｡
し
か
し
､
そ
の
ウ
ラ
に
は
華
北
分
離
工
作
に
お

け
る
支
那
駐
屯
軍
の
主
導
権
を
関
東
軍
に
認
め
さ
せ
よ
う
と
す
る
思
惑
が
あ

っ

た
｡
こ
の
と
き
､
支
那
駐
屯
軍
司
令
官
は
､
関
東
軍
司
令
官
と
同
格
の
親
補
職

と
な
-
､
歩
兵
第

一
連
隊
､
第
二
連
隊
が
新
設
さ
れ
て
支
那
駐
屯
軍
は
軍
旗
を

奉
ず
る
正
規
の
建
別
部
隊
と
な

っ
た
｡
同
時
に
､
支
那
駐
屯
軍
は
､
｢辛
丑
条

約
｣
に
根
拠
を
も
た
な
い
豊
台

へ
の

一
個
大
隊
駐
屯
を
断
行
し
た
｡

一
九
三
七
年
七
月
七
日
､
豊
台
に
駐
屯
し
た
歩
兵
第

l
連
隊
第
三
大
隊
所
属

ヽ
ヽ

の
第
八
中
隊
は
､
慮
溝
橋
の
北
側
で
夜
間
演
習
中
に
謎
の
発
砲
を
受
け
た
｡
二

八
日
､
支
那
駐
屯
軍
は
総
攻
撃
を
開
始
し
て
､
以
後
､
八
年
間
つ
づ
-
中
国
と

の
戦
争
の
幕
が
切
っ
て
落
と
さ
れ
た
｡
八
月
二
六
日
､
支
那
駐
屯
軍
は
､
北
支

那
方
面
軍
に
改
組
さ
れ
､
そ
の
三
六
年
に
お
よ
ぶ
歴
史
に
終
止
符
を
打

っ
た
｡

(小
林
元
裕
)
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